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　身体・知的障害者相談員は、市の委託を受け、身体障害や知的障害のある人や家族などからのさま
ざまな相談に応じ、更生のために必要な指導や助言を行います。
　相談は無料で、相談の内容など秘密は固く守られますので、お気軽に相談ください。

氏　名 地　域 連絡先 氏　名 地　域 連絡先
沖嶋　　博 落合町阿部 ☎�3205 上原　増子 下町 ☎�2792
村上　清夫 荒神町 ☎�5090 小見山孝子 上谷町 ☎�1327
惣田　　弘 中井町津々 ☎�2259 鈴木　洋子 落合町阿部 ☎�9021
島田　康二 巨瀬町 ☎�0018 石森　明子 有漢町上有漢 ☎�2258
岡田　菊二 落合町阿部 ☎�4993 山根　玲子 成羽町成羽 ☎�2570
上森　　武 有漢町有漢 ☎�2790 池田　　宏 川上町地頭 ☎�2161
佐分利睦子 有漢町有漢 ☎�2707 竹並　光子 備中町東油野 ☎�3544
流田　治男 成羽町羽根 ☎�4126 （敬称略）
加賀　二郎 成羽町星原 ☎�3252

■問い合わせ　　 　　　　　　　　
福祉課障害福祉係（☎�0284）

高岡　芳夫 川上町七地 ☎�2362
福島　俊昭 川上町地頭 ☎�2072
小林　　貢 備中町西油野 ☎�2764
小林　富男 備中町平川 ☎�2258

（敬称略）

身体・知的障害者相談員

知的障害者相談員身体障害者相談員

農業委員会の新構成
７月29日に開催された市農業委員会総会で、次のとおり新しい構成が決まりました。（敬称略）
◇会長　仲山 潔俊　◇会長代理　平野 正忠　◇農政部会長　新倉   淳　◇農政部会長代理　倉野 三春
◇選任による委員　田平 太郎（びほく農協推薦）、山縣 喜義（市議会推薦）、内田 大治（市議会推薦）

　各地区の担当委員は次のとおりです。
地　区　名 担当委員 副担当委員 地　区　名 担当委員 副担当委員

高梁（松山を除く）、落合町近似、
高倉町大瀬八長 浅野間 章 森末   齊 吹屋、坂本、中野 小田 興作 山野上 祐市

玉川町、高梁（松山） 森末   齊 浅野間 章 布寄、長地、相坂、羽根、小泉 山野上 祐市 小田 興作
津川町 吉岡   孝 平松 映雄 上日名、下日名、下原 黒川 智雄 本水 實義
川面町 平松 映雄 吉岡   孝 成羽、羽山、佐々木、星原 本水 實義 黒川 智雄
巨瀬町 島田   勇 中川 隆政 地頭、領家、 数、吉木 内藤 金吾 金子 時典
中井町 中川 隆政 島田   勇 七地、三沢 金子 時典 内藤 金吾
宇治町 山下 安生 小見山 力信 仁賀、上大竹 三宅   積 仲山 潔俊
高倉町（大瀬八長を除く） 小見山 力信 山下 安生 下大竹 仲山 潔俊 山元 憲民
松原町 平野 正忠 山川 光男 高山市、大原、高山 山元 憲民 三宅   積

落合町（近似を除く） 山川 光男 平野 正忠 富家 新倉   淳 江草 孝一
井上 英二

信清、大谷、羽場、山形、下市、
市場、中市、古市 倉野 三春 石田 義雄 平川（東） 井上 英二 江草 孝一

上市、貞守、畦地、鈴岳、城下、
元重 石田 義雄 土岐 康夫 平川（西） 江草 孝一 井上 英二

八幡、茶堂、大塚、土居、垣元 土岐 康夫 倉野 三春 東油野、西油野 川上 定夫 谷奥 福太郎
上横見、下横見、安元、上組、
垣上、金倉 河原 和徳 江川 泰司 西山 谷奥 福太郎 川上 定夫

西組、中組、上大谷、神明、川
関上、川関下 江川 泰司 河原 和徳 ■ 問い合わせ　農業委員会事務局（☎�0226）
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願
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ご
と
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島
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。
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③
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西山小学校から南相馬市立金房小学校へ（写真③）

川上小学校から南相馬市立上真野小学校へ（写真②）
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付
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